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▲左から中村市長、重松代表取締役社長、藤本町長

8/
19
　八代市、氷川町および㈱山中産業による八代産畳
表振興に関する調印式が行われました。
　この協定は、三者が相互に連携し、各々の資源を
有効活用して協働により活動を推進し、畳表の振興
を通じた「い産業の活性化」および「日本伝統の畳
文化の保護・継承」に貢献することを目的として締
結されました。
　今回の協定締結を機に、三者で連携を図りなが
ら、八代産畳表振興やい産業の活性化などについて
ＰＲを推進していきます。

「八代産畳表振興に関する協定」を締結

▲優勝した新愛クラブ

7/
29
　桜ヶ丘グラウンドにおいて、第14回氷川町熊日
旗ソフトボール大会が開催され、10チームが熊日
旗を懸けて、白熱した試合を繰り広げました。
　２パートに分かれ予選を行い、各パート予選１
位で通過した新愛クラブと竜華が決勝戦を戦いま
した。
　初回から両チームとも守備で好プレーが見ら
れ、実力が拮抗した試合となりましたが、最後は
新愛クラブが粘る竜華を抑え８対７で勝利し、初
優勝を飾りました。

新愛クラブが初優勝！　
　　　～第１４回氷川町熊日旗ソフトボール大会～

▲楽しくプログラミングを体験しました！

7/
23

8/
8～

8/
28～

　文化センターでキッズプログラミング講座を
行いました。これは毎年大人向けに行っている
パソコン講座の中で、来年度から小学校でプロ
グラミングの授業が必修になることから、初め
て子ども向けのパソコン講座を夏休みに行おう
と企画したものです。
　「スクラッチ」という簡易なプログラミング
ソフトを使って、ゲーム感覚でプログラミング
を楽しむもので、子どもたちは習得が早く、思
い思いにソフトのキャラクターを動かしたりし
ていました。

キッズプログラミング講座
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▲いざ台湾へ！

8/
29
　ＪＡやつしろ吉野果実選果場において、吉野梨
（新高）の台湾輸出出発式が行われました。
　竜北果樹部会梨部長の迫田祥寛さん（迫）らの
あいさつの後、吉野梨を積んだトラックを生産者
や関係者が拍手で見送りました。
　台湾では、三大節句「中秋節」の贈答品とし
て、丸くて大きいものが縁起の良いものとされて
おり、吉野梨（新高）は大きさや品質の高さから
とても人気です。
　16年目を迎える今年は中秋節（9月13日）が例
年より早かったため、昨年より約35％減の4,442
ケース（22,2トン）を出荷しました。

吉野梨（新高）が台湾へ

▲出場した下鹿島子ども会の選手たち

8/
24
　上天草市大矢野総合スポーツ公園体育館におい
て、熊本県子ども会連合会球技大会が開催されま
した。
　熊本県内の各市町村から代表の子ども会が集ま
り、男子はソフトボール、女子はビーチボールバ
レー大会が行われました。氷川町代表として７月
の町大会で優勝した下鹿島子ども会がビーチボー
ルバレー大会に出場しました。
　結果は予選敗退でしたが、練習した成果を十分
に発揮し、保護者の熱の入った応援とともに元気
あふれる戦いを見せてくれました。

熊本県子ども会連合会球技大会

▲優勝した鹿島地区婦人会

8/
25
　竜北体育センターにおいて、氷川町婦人会カ
ローリング大会が開催されました。
　氷川町婦人会独自のルールを設け、各支部よ
り14チームが参加し、交流を深めました。
　順番や作戦を練るチームなど様々で、ジェッ
トローラーを握る手にも力が入り、楽しくゲー
ムが展開されました。
　試合の結果は以下のとおりです。

氷川町婦人会カローリング大会

結 
　
果

優　勝：鹿島Ｂ
準優勝：高野道
第３位：原田、今Ｂ


